
特集/環境管理

環境管理への視点一特集号に寄せて一

植木義一

さる 1975年 7 月 21 ， 22 日の両日午後の IFORS

国際会議のセッションにおいて環境管理に関する

ワークショップが催された.たまたま私がこれに

ついてのオーガナイザーをしていた関係上，本特

集号の編集のお世話をすることになった.

この意味で環境管理に関して日ごろ私が考えて

いる点を以下にのべよう.

急速に発展した工業先進国における共通の悩み

は，開発と環境保全の，一見すれば矛盾すると思

われるこの 2 つの目的をし、かにバランスし，統合

して社会の問題に帰着させ人類の幸福に寄与する

かということである.つまり環境管理とは，人類

が現在直面し，また将来にわたり直面するであろ

うニーズや欲望を満足するためにいろいろの資源

を開発したり配分したりする際に，つねに社会

的，経済的，技術的さらにはエコロジー的側面に

おける力の調和を保つことである.

このためには，開発途上における環境管理は次

のくり返しの手順を必要とする.まず，その出発

点、は環境管理の問題点の指摘からはじまる.すな

わち本当に人聞は何を望むかという最高目標の設

定が必要で、あり，これが設定されればこれに沿う

ような計画がなされる.この計画段階ではいろい

ろの情報システム，解析的手法，住民参加の手続

き，および評価機関の設定などがその道具として

利用される.そしてこの計画はさらに進んで実施

4 

段階に進む.

この実施に際しては，直接的手段としては環境

にいろいろの影響を与える人間の経済的活動の規

制を行なうことであり，間接的には環境を守る住

民意識の高揚，新しい社会的規範，汚染物質の流

出に対する税金あるいは汚染物質の除去活動に対

する補助金の設立などである.換言すれば，いろ

いろの制約のもとにエネルギー，資源の有効利用

をめざす最適配分問題などの手法が中心となる.

このようにして具体化された環境についての質

の事前評価がなされるわけで、あるが，特にこれは

経済的，生物学的，社会的および国際的観点から

の総合的な質としてとらえられるべきであろう.

そしてこれらの結果は単に従来の cost benefit 

的手法による経済的なチェックを経るのみなら

ず，より大切な社会的満足度というチェックを経

て最初の目標値の修正にフィードパックされる.

こうして環境管理はたえず開発の途上においてく

り返し行なわれ，意思決定の問題に環境条件を導

入することを行なって，その好ましくない効果を

最少限にとどめるのである.

特に環境管理に関してはつねにいくつかのcon­

flict の問題に出くわすことはその特徴である.た

とえば，短期的目的と長期的目的との conflict，

地域と国との聞の conf1ict，個人と団体との con­

flict，異なった目標の聞の conflict，環境開発に
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より利益を受ける側と費用を負担する側とのcon­

flict などである.この意味で環境管理は多目的シ

ステムとしての trade-off 解を見いだす典型的な

問題である.

またさらにもう一つの特徴として，環境管理は

発達する諸般の要因によって変化する不確定性や

危険を考慮に入れねばならぬことである.たとえ

ば変化する技術や資源、の利用度，人口変化，およ

び自然災害などと関連した不規則現象としての取

扱いを要請される問題でもある，この意味で環境

管理はきわめて複雑な動的な不確定性に富んだシ

ステムとして，きわめてひろい立場から検討され

るべきであろう.

稿を終えるにあたり， IFORS ワークショップ

のときから幹事としての労をとられ，本特集号の

編集に際しては多大の貢献をしていただいた，京

都大学工学部精密工学教室井上紘一助教授に絶大

の謝意を表するものである.
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特集について

1976年度の本誌は，従来同様，約半分のスペ

ースを特集に当てる予定です.特集のテーマに

ついては，多くの方々からご意見を伺いながら

編集委員会で選んでおりますので，読者のみな

さまもご意見やご提案をお寄せください.

特集の作り方について編集委員会としては，

次のような原則を考えております.

(1) 単に似たテーマの執筆候補者に個別に依

頼するのでなく，原則的には「特集委員会」と

でもいうべきチームで，内容をよく討議しなが

らテーマと執筆者の選定をする.

(2) 特集委員会」は研究部会がそのまま当

たることもあるが，このために新たに組織する

こともある.

(3) 特集はそのテーマの基本文献となりうる

1976 年 1 月号

編集委員会

内容を平易に解説し，新たにそのテーマに取り

組もうとする人にとって指針となるものをめざ

す.

(4) このため特集記事には少なくとも， (i) そ

のテーマの基本的問題点はどこにあるかを指摘

し， (ii) そのOR的アプローチについて実例も

しくは考え方の提案が盛り込まれていることが

望ましい.

本号には，多年にわたる特定研究(文部省科

研費)やOR国際会議のワークショップという

積み重ねをもっておられる構木教授に特にお願

いして環境管理の特集を組みました.

次号の特集は「医療J です.
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